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令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
を
３
月
２
日
（
水
）
に
和
束
町
議
会
議
場
に
て
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
総
務
厚
生
･
文
教
各
常
任
委
員
会
委
員
長
よ
り
委
員
会
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
の
一
般

質
問
で
は
３
人
の
議
員
が
質
問
を
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
と
し
て
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
審
議
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
意
案
件
と
し
て
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
、
教
育
長
の
任

命
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
審
議
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

〜
令
和
4
年
第
1
回
定
例
会
〜

相
楽
東
部
広
域
連
合
議
会
だ
よ
り�

vol.
7畑　武志 議員

（和束町）

　
連
合
教
育
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、何
を

大
事
に
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
の
か
。

畑議員

　
各
校
の
よ
さ
の
共
有
、相
互
支
援
、学

校
間
の
連
携
強
化
に
よ
る
学
習
意
欲
の

向
上
等
で
あ
る
。

西本教育長

一
般
質
問

Q
連
合
の
基
本
方
針
に
基
づ
い
て
取
り
組
ん

で
き
た
重
点
施
策
と
そ
の
成
果
、
こ
れ
か

ら
の
連
合
の
教
育
の
あ
る
べ
き
姿
は
。

A
西
本
教
育
長

　
重
点
施
策
の
成
果
と
し
て
は
、
中
学
校
の
先
生
が
小
学
校

に
出
か
け
る
出
前
授
業
に
よ
る
人
材
の
共
有
、
カ
ヌ
ー
体
験

や
お
茶
学
習
等
の
取
組
を
通
し
て
、
我
が
故
郷
を
愛
し
、
誇

り
に
思
う
児
童
生
徒
の
育
成
、
３
小
学
校
児
童
に
よ
る
合
同

学
習
や
修
学
旅
行
な
ど
学
校
間
の
連
携
を
進
め
た
。
ま
た
、

連
合
の
人
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
修
学
旅
行
費
、
学
校
給

食
の
無
償
化
、
校
外
活
動
費
の
全
額
補
助
を
実
施
し
た
。

　
連
合
教
育
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
は
、
社
会
が
一
層
目
ま

ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
そ
の
変
化
に
適
正
に

対
応
す
る
た
め
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
り
、

地
域
学
校
協
働
活
動
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
一
体

的
推
進
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
と
、
相
楽
東
部
な
ら
で
は
の

教
育
の
一
層
の
推
進
、
質
の
高
い
学
力
を
育
み
み
、
豊
か
な

人
間
性
を
育
成
す
る
こ
と
の
双
方
を
大
事
に
し
な
が
ら
教
育

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Q
相
楽
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
安
全
対
策

基
金
の
活
用
方
法
、
相
楽
東
部
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
今
後
に
つ
い
て
は
。
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久保 憲司 議員
（南山城村）

令
和
３
年
度
の
学
力
診
断
テ
ス
ト
の
結
果
は
。

久保議員

　
厳
し
い
結
果
と
なっ
た
。

西本教育長

Q
職
員
を
増
員
し
、
１
年
間
取
り
組
ん
で
こ

ら
れ
た
が
、
令
和
３
年
度
の
学
力
診
断
テ

ス
ト
に
お
い
て
ど
う
い
う
成
果
が
出
た
の
か
。

ま
た
、
児
童
の
家
庭
内
に
お
け
る
時
間
の
過
ご

し
方
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
ど
う
か
。

　
更
に
、
２
年
度
の
教
育
委
員
会
活
動
自
己
評

価
で
「
Ａ
評
価
」
を
付
け
て
い
る
が
、
テ
ス
ト

結
果
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
ど
う
か
。

A
西
本
教
育
長

　
本
年
度
、
４
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
「
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
」
に
つ
い
て
は
連
合
全
体
と
し
て
は
、
中
学
３
年
の

国
語
以
外
は
全
国
平
均
よ
り
も
低
か
っ
た
。
各
校
は
対
策
を

練
り
、
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
直
ち
に
指
導
主
事
等
が
結

果
を
分
析
し
、
課
題
を
整
理
し
、
各
校
に
指
導
助
言
を
お
こ

な
っ
た
。

　
家
庭
内
に
お
け
る
時
間
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
は
、
連
合

管
内
の
児
童
生
徒
は
、
概
し
て
一
日
当
た
り
の
勉
強
時
間
は

全
国
平
均
に
比
べ
て
短
く
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
時
間
が
長
く

な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
と
学
力
は
相
関
関
係
に
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
、
各
校
で
は
家
庭
学
習
習
慣
の
確
立
、
学
習
環
境

の
整
備
に
向
け
て
保
護
者
へ
の
啓
発
を
図
っ
て
い
く
。

Q
「
連
合
の
教
育
」
に
大
き
な
魅
力
を
感
じ

て
人
が
集
ま
っ
て
く
る
よ
う
な
実
例
は
。

A
西
本
教
育
長

　
小
規
模
校
が
寄
り
合
う
広
域
連
合
の
小
中
学
校
は
、
児
童

生
徒
数
や
教
育
環
境
の
面
で
は
他
市
町
に
お
よ
ば
な
い
こ
と

も
あ
る
が
、
不
利
な
部
分
を
カ
バ
ー
し
、
大
規
模
校
に
な
い

良
さ
を
発
揮
し
て
い
き
た
い
。

　
た
だ
、
「
連
合
の
学
校
に
行
け
ば
学
力
が
高
ま
る
か
ら
入

学
し
た
い
、
転
入
し
た
い
。
」
と
い
う
声
は
、
残
念
な
が
ら

聞
こ
え
て
い
な
い
。
ま
た
、
自
己
評
価
に
つ
い
て
は
、
今
回
、

教
育
長
を
含
め
新
体
制
と
な
る
の
で
、
ご
指
摘
の
内
容
に
つ

い
て
十
分
引
継
ぎ
た
い
。

　
今
後
は
、
豊
か
な
人
間
性
の
育
成
、
認
知
能
力
、
非
認
知

能
力
を
一
体
的
に
育
む
教
育
活
動
の
下
に
、
確
か
な
学
力
の

一
層
の
向
上
に
努
め
、
子
ど
も
た
ち
が
行
き
た
い
、
保
護
者

が
行
か
せ
た
い
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

A
連
合
長

　
令
和
４
年
度
で
一
旦
、
擁
壁
の
安
全
対
策
工
事
は
終
了
と

な
る
が
、
建
屋
部
分
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
あ
り
、

例
え
ば
、
再
稼
働
す
る
場
合
、
そ
の
対
策
が
必
要
に
な
る
。

ま
た
、
最
終
的
に
は
、
い
つ
か
の
段
階
で
解
体
す
る
必
要
も

生
じ
る
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
今
後
の
使
い
道
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
相
楽
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
平
成
３
１
年
３
月
末
を

も
っ
て
稼
働
を
休
止
し
、
そ
れ
以
降
に
つ
い
て
は
、
民
間
委

託
に
よ
り
一
般
廃
棄
物
の
処
理
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。

　
現
在
の
民
間
委
託
で
の
ご
み
処
理
に
つ
い
て
は
、
過
渡
期

の
対
応
と
考
え
て
お
り
、
安
定
的
、
効
率
的
に
ご
み
処
理
を

お
こ
な
え
る
よ
う
、
他
の
地
方
公
共
団
体
と
の
広
域
処
理
、

新
施
設
の
建
設
等
も
含
め
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
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Q
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
本
人
に
自
覚
は
な
く
、

周
り
の
大
人
た
ち
が
気
づ
い
て
あ
げ
な
い

と
い
け
な
い
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
地
域

で
見
守
る
必
要
が
あ
る
が
、
学
校
で
の
取
組
は
。

A
西
本
教
育
長

　
連
合
管
内
の
小
中
学
校
の
実
態
と
し
て
は
、
兄
弟
の
世
話
、

病
気
の
家
族
の
世
話
や
見
守
り
な
ど
を
し
て
い
る
児
童
生
徒

は
い
る
が
、
本
来
受
け
る
べ
き
教
育
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

り
、
同
世
代
と
の
人
間
関
係
が
構
築
で
き
て
い
な
か
っ
た
り

と
い
う
ケ
ー
ス
は
な
い
。

　
今
後
、
各
校
に
お
い
て
は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
早
期
発

見
、
早
期
対
応
を
図
る
べ
く
関
係
諸
機
関
と
の
連
携
協
働
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
お
け
る
学
校
側
の
環
境
に
つ
い

て
、
学
校
側
で
の
事
務
の
効
率
化
は
進
ん

で
い
る
の
か
、
先
生
側
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制

の
現
状
は
ど
う
か
。

A
西
本
教
育
長

　
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
に
文
書
の
共
有
や
提
出
、
報

告
な
ど
に
お
い
て
効
率
化
が
図
れ
て
お
り
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想
に
伴
い
効
率
化
が
一
層
進
ん
だ
。
例
え
ば
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
会
議
を
お
こ
な
っ
て
い
る
学
校
も
あ
り
、
デ
ジ
タ

ル
ド
リ
ル
の
使
用
に
よ
り
、
採
点
や
集
計
の
効
率
化
も
図
ら

れ
て
い
る
。

　
サ
ポ
ー
ト
体
制
と
し
て
は
、毎
月
各
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
担
当
教

員
と
教
育
委
員
会
担
当
者
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
戦
略
チ
ー
ム
会

議
を
開
催
し
、課
題
に
向
け
た
情
報
交
換
を
お
こ
なって
い
る
。

Q
連
合
の
教
育
方
針
や
理
念
に
つ
い
て
、
今

ま
で
の
成
果
や
取
組
か
ら
、
今
後
ど
う
発

展
さ
せ
て
い
く
か
。

A
西
本
教
育
長

　
学
校
教
育
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
利
活
用
に
よ
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
を
一
層
充
実
さ
せ
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
に
お
け
る

新
た
な
学
び
、
す
な
わ
ち
デ
ー
タ
駆
動
型
へ
教
育
の
転
換
を

図
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
社
会
教
育
で

は
、
地
域
住
民
の
学
び
や
活
動
の
場
の
充
実
に
向
け
た
積
極

的
な
支
援
、
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
の
中
で
も
創
意
あ
る
広
域
連

合
な
ら
で
は
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
挑
戦
。
こ
の
２
点
を
最

重
点
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
。

令
和
3
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
4
号
）

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
で
は
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
６
９
８
万
６
千
円
を
追
加
し
、
総
額

９
億
８
５
７
７
万
６
千
円
と
す
る
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
審

議
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。�

可
決　

全
員
賛
成

令
和
4
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
億
２
７
４
３
万
１
千
円
と
す
る
当

初
予
算
案
に
つ
い
て
審
議
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
で
は
ご
み
処
理
費
用
の
減
額
理
由
や
学
校
給
食
事
業
、

ス
ポ
ー
ツ
事
業
に
つ
い
て
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

�

可
決　

挙
手
多
数

同
意
案
件

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

相
楽
東
部
地
域
公
平
委
員
会
委
員
に
山
本
隆
弘
氏
を
選

任
す
る
こ
と
。�

同
意　

全
員
賛
成

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

相
楽
東
部
広
域
教
育
委
員
会
委
員
に
鈴
木
慶
一
氏
を
任

命
す
る
こ
と
。�

同
意　

全
員
賛
成

教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

　

相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
長
に
岡
田
善
行
氏
を
任
命
す
る

こ
と
。�

同
意　

全
員
賛
成

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
取
り
組
み
は
。

西議員

　
早
期
発
見・早
期
対
応
を
図
る
べ
く
関

係
諸
機
関
と
の
連
携
協
働
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

西本教育長

西　昭夫 議員
（笠置町）
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令和４年度
一般会計当初予算14億0,599万円

令和４年度�一般会計当初予算 笠置町

◦一般会計当初予算の概要
　令和４年度の一般会計予算ほか４特別会計予算が３月の定例議会で可決されました。
　一般会計と４特別会計を合わせた予算総額は20億4,473万円で、前年度に比べ6,155万円（0.3％）の増額となって
います。
◦一般会計当初予算の主な内容
　総務費では、個人情報保護法の改正に伴う整備のための個人情
報保護事業・国税への電子送信を行う環境を整備し、ペーパーレ
ス化の推進を図る電子申告システム設置連携対応委託・戸籍事務
へのマイナンバー制度導入に係る整備による戸籍システム改修 
等の新規事業をはじめ従来の事業である 総合計画を推進するた
めの総合計画推進事業・空き家バンク制度による空き家の登録を
進める移住促進事業・地域活性化企業人（旧地域おこし企業人）
事業・参議院選挙および京都府知事選挙における選挙費・ふるさ
と納税「返礼品事業」等を計上しています。
　民生費では、子どもが少ないからこそできるきめ細やかな母子
保健事業を実施する笠置っ子育成事業・高齢者に対する生活支援
や介護予防事業などを行う高齢期の生活支援事業・加齢や障がい
など様々な要因による孤立防止や不安の解消を図る地域福祉事業・笠置会館による教室を通じての参加者の交流、給食
サービスによる配食を通じての高齢者との交流と自立又は閉じこもり防止を図る地域交流活性化支援事業・人権の大切
さの認識を深め自らの意識のあり方を見つけなおす機会を設ける人権問題啓発事業 等を予算計上しています。
　衛生費では、住民の健康意識の向上および疾病の早期発見、健康寿命の延伸を図る住民の健康づくり事業・各家庭か
らの生活排水による河川の水質を改善する合併浄化槽の普及を図る循環型社会推進交付金や、簡易水道特別会計への操
出金・ 等を計上しています。
　土木費では、町道および里道水路の修繕を行い、安心、安全なみちづくりを図る道路維持事業・町道を利用する児童
および歩行者の安全な歩行空間を確保する交通安全対策事業・町道笠置山線の安全確保のため道路照明を設置する笠置
山線改良事業・橋梁の長寿命化計画に基づき、老朽化した橋梁の定期点検と橋梁保全に関する橋梁維持事業や町営住宅
の維持修繕を予算計上しています。
　教育費では、木津川河川敷に点在する巨石の人工異物を撤去する史跡名勝地人工異物撤去工事や相楽東部広域連合へ
の負担金を計上しています。

歳出　目的別で町民１人当たりにすると（一般会計）
町民福祉のために（民生費）……………………………………… 299,086円
地方債の償還のために（公債費）………………………………… 115,477円
ごみ処理や健康を守るために（衛生費）………………………… 114,684円
窓口のサービスのために（総務費）……………………………… 331,277円
教育のために（教育費）……………………………………………… 60,146円
火災予防等のために（消防費）……………………………………… 45,662円
道路・河川・住宅などの整備のために（土木費）……………… 100,198円
議会活動のために（議会費）………………………………………… 37,977円
農林業基盤や事業振興のために（農林水産業費）………………… 23,269円

商工業の振興のために（商工費）…………………………………… 49,060円
災害復旧のために…………………………………………………………1,850円
予備費など（予備費・諸支出金）……………………………………… 840円
町民１人当たりに使われるお金………………………………… 1,179,525円
町民１人当たりが納めるお金……………………………………… 124,692円
１世帯当たりに使われるお金…………………………………… 2,304,908円
１世帯当たりが納めるお金………………………………………… 243,661円

令和４年４月１日現在
人口　1,192人　世帯数　610世帯

◦会計別予算の総括� （単位：千円、%）

会　計　区　分 令和４年度
予算額

令和３年度
予算額

比較
増減額 増減率

一般会計 1,405,994 1,424,467 △ 18,473 △ 1.3

特別会計 638,733 614,105 24,628 4.0

国民健康保険
特別会計 207,974 188,851 19,123 10.1

簡易水道事業
特別会計 74,558 71,579 2,979 4.2

介護保険
特別会計 285,810 286,656 △ 846 △ 0.3

後期高齢者医療
特別会計 70,391 67,019 3,372 5.0

合　　　計 2,044,727 2,038,572 6,155 0.3

�ೖࡀ
（単位：千円）

�ग़ࡀ
（単位：千円）

町税
148,633

地方交付税
680,000

分担金及び
負担金
1,153

使用料及び
手数料
14,778

国ݿ支出金
86,901

府支出金
65,200

入金܁
211,779

財産収入
2,583

寄ෟ金
3,900

越金܁
2,000

諸収入
53,489

議会費
45,269

総務費
394,882

民生費
356,510

衛生費
136,703

農林水産業費
27,737

商工費
58,480

土木費
119,436

消防費
54,429

教育費
71,694

公債費
137,648

予備費
1,000

災害復旧費
2,205

地方ৡ༩税
9,448

地方債
59,300

利子ׂ交付金
95

配当ׂ交付金
834

諸支出金 1

株式等ৡ所ಘׂ
交付金
1,199

地方消費税交付金
29,084

法人事業税交付金
1,221

ゴルフ場利用税
交付金
32,498
自動ं取ಘ税
交付金
1
環境性能交付金
1,273

地方特例交付金
625
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〜「和の郷�知の郷�茶源郷和束」の実現をめざして〜
◦一般会計・特別会計　当初予算の概要
　令和４年度の一般会計ほか６特別会計予算が３月の定例議会で可決されました。
　一般会計と６特別会計を合わせた予算の総額は、53億8,740万円で、前年度に比べ8,070万円の増額（1.5％増）と
なっています。
 ◦令和４年度一般会計当初予算の主な内容
　子育て環境の充実に向け、すべての子どもの保育料を無償化するとともに、新生児に対し10万円を給付する「子育
て応援給付金」を創設し、安心して子育てができるまちづくりを推進します。
　国保診療所や社会福祉センターなどを複合化した、まちづくりの中核的機能を担う（仮称）総合保健福祉施設の整備
を本格的に進め、また、和束保育園の耐震改修工事、祝橋や石寺橋の架替工事、町道の拡幅改良工事、河川のしゅんせ
つ事業など住民の安心・安全の確保に向けた取組を着実に進めます。
　さらに、（仮称）犬打峠トンネル開通を見据え、移住定住施策の推進や観光と交流の連携によるさまざまな取組を展
開するとともに、和束茶のさらなる発展と地域の活性化に向けた和束茶ブランドの確立を推進します。
　新型コロナウイルス感染症対策については、感染状況や社会経済状況などを見極めながら、必要な施策を適切に実施
できるよう対策を講じていきます。

歳出　目的別で町民１人当たりにすると（一般会計）
子育て、高齢者、障害者の支援のために（民生費）…………………… 277,152円
全般的な事務、企画、交通、広報、選挙などのために（総務費）…… 164,227円
環境保全や上下水道、健康を守るために（衛生費）…………………… 131,734円
地方債の償還のために（公債費）………………………………………… 102,674円
道路・河川・住宅の整備のために（土木費）………………………………94,349円
教育のために（教育費）………………………………………………………57,511円
防災・火災予防のために（消防費）…………………………………………50,178円
農林業基盤や茶業振興のために（農林業費）………………………………36,079円
議会活動のために（議会費）…………………………………………………14,603円
商工業振興・観光振興のために（商工費）…………………………………10,829円
台風等による災害復旧のために（災害復旧費）…………………………… 3,980円
予備費など（予備費・諸支出金）…………………………………………… 1,372円
町民１人当たりに使われるお金…………………………………………… 944,688円
町民１人当たりが納めるお金…………………………………………………95,210円
１世帯当たりに使われるお金…………………………………………… 2,036,600円
１世帯当たりが納めるお金………………………………………………… 205,259円

令和４年４月１日現在
人口　3,652人　世帯数　1,694世帯

令和４年度
一般会計当初予算34億5,000万円
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◦会計別予算の総括� （単位：千円、%）

会　計　区　分 令和４年度
予算額

令和３年度
予算額

比較
増減額 増減率

一般会計 3,450,000 3,315,500 134,500 4.1

特別会計 1,937,400 1,991,200 △ 53,800 △ 2.7

湯船財産区
特別会計 2,100 4,800 △ 2,700 △ 56.3

国民健康保険
特別会計 671,200 710,900 △ 39,700 △ 5.6

（事業勘定） 587,000 610,200 △ 23,200 △ 3.8

（直営診療施設勘定） 84,200 100,700 △ 16,500 △ 16.4

簡易水道事業
特別会計 208,700 197,600 11,100 5.6

下水道事業
特別会計 251,300 282,400 △ 31,100 △ 11.0

介護保険
特別会計 722,200 718,000 4,200 0.6

（保険事業勘定） 715,000 711,100 3,900 0.5

（サービス勘定） 7,200 6,900 300 4.3

後期高齢者医療
特別会計 81,900 77,500 4,400 5.7

合　　　計 5,387,400 5,306,700 80,700 1.5

令和４年度�一般会計当初予算 和束町

�ೖࡀ
（単位：千円）

�ग़ࡀ
（単位：千円）

町税
347,708

地方債
446,100

地方ৡ༩税 
37,239

利子ׂ交付金
309 配当ׂ交付金

2,201
株式等ৡ所ಘׂ交付金
1,800
法人事業税交付金
3,370

地方消費税交付金
77,789

ゴルフ場利用税
交付金
12,047

環境性能ׂ
交付金
5,366
地方特例
交付金
1,167

地方交付税
1,758,025

交通安全対策
特別交付金
200

分担金及び
負担金
70,933

使用料及び
手数料
29,039

国ݿ支出金
257,948

府支出金
176,530

財産収入
244

寄付金
1

入金܁
157,323

越金܁
5,000

諸収入
59,661

議会費
53,329

総務費
599,758

民生費
1,012,160

衛生費
481,093

農林業費
131,762

商工費
39,546

土木費
344,561

消防費
183,250

教育費
210,031

災害復旧費
14,535

公債費
374,965

諸支出金
10

予備費
5,000
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◦一般会計�当初予算の概要
　令和４年度の一般会計予算ほか４特別会計が３月の定例議会で可決されました。
　一般会計と４特別会計を合わせた予算の総額は、37億7,405万円で前年度に比べ6,863万円の増額（1.9％増）とな
っています。一般会計の予算規模は、前年度に比べ3,223万円の減額（1.2％減）となりました。４月からこの予算に
基づいて新年度事業を展開しています。

令和４年４月１日現在
人口　2,537人　世帯数　1,206世帯

歳出　目的別で村民１人当たりにすると（一般会計）
村民福祉のために（民生費）……………………………………… 198,197円
地方債の償還のために（公債費）………………………………… 132,151円
ごみ処理や健康を守るために（衛生費）………………………… 129,013円
窓口のサービスのために（総務費）……………………………… 254,660円
教育のために（教育費）……………………………………………… 74,496円
火災予防等のために（消防費）……………………………………… 47,112円
道路・河川・住宅などの整備のために（土木費）………………… 88,941円
議会活動のために（議会費）………………………………………… 19,134円
農林業基盤や事業振興のために（農林水産業費）………………… 46,566円
災害復旧のために（災害復旧費）………………………………………3,035円

商工業の振興のために（商工費）…………………………………… 11,291円
予備費など（予備費・諸支出金）………………………………………1,971円
村民１人当たりに使われるお金………………………………… 1,006,567円
村民１人当たりが納めるお金……………………………………… 111,891円
１世帯当たりに使われるお金…………………………………… 2,117,464円
１世帯当たりが納めるお金………………………………………… 235,380円

令和４年度
一般会計当初予算25億5,366万円

◦一般会計当初予算の主な内容� （単位：千円）

事業名 事業内容 予算額

道路を整備す
る事業

大河原東和束線・法ヶ平尾立石線の道路改良等を実
施します。 95,642

橋梁を整備す
る事業

今後老朽化する道路構造物である橋梁等の長寿命
化、安全性や信頼性を確保するための橋梁の補修工
事等を実施します。

15,169

庁舎等管理事業 老朽化している童仙房公民館の建て替えをおこない
ます。 72,143

個別浄水器設
置補助事業

簡易水道未普及地域における浄水器の購入・設置に対
して補助をおこないます。 14,000

ふるさと納税
推進事業（企
業版）

企業版ふるさと納税の推進をおこないます。 1,168

移住定住推進
事業

集落の活性化に結び付く人材の受け入れの促進をお
こないます。 15,654

新型コロナウ
イルス感染症
予防対策事業

（予防接種事業）

新型コロナウイルスのワクチン接種のために、接種
会場の運営事業やコールセンター等の設置等を実施
します。

16,298

野生鳥獣被害総
合対策事業

田畑を囲うようにワイヤーメッシュ柵等を設置すると
ともに、捕獲を行い、農作物の被害を防ぎ、安心して
農業に取り組むことができる環境整備をめざします。

22,378

◦会計別予算の総括� （単位：千円、%）

会　計　区　分 令和４年度 令和３年度 比較
増減額 増減率

一般会計 2,553,661 2,585,887 △ 32,226 △ 1.2

特別会計 1,220,390 1,119,534 100,856  9.0

国民健康保険
特別会計 425,616 409,822 15,794 3.9

簡易水道
特別会計 283,468 220,587 62,881 28.5

後期高齢者医療
特別会計 70,439 65,134 5,305 8.1

介護保険特別会計 440,867 420,641 20,226 4.8

（保険事業勘定） 431,852 415,776 16,076 3.9

（介護サービス事業勘定） 9,015 4,865 4,150 85.3

高度
情報ネットワーク

特別会計
0 3,350 △ 3,350 皆減

合　　　計 3,774,051 3,705,421 68,630 1.9

令和４年度�一般会計当初予算 南山城村

�ೖࡀ
（単位：千円）

�ग़ࡀ
（単位：千円）

村税
283,868

地方債
192,500

地方交付税
1,310,000

交通安全対策
特別交付金

500

分担金及び
負担金
1,300

使用料及び
手数料
28,791

国ݿ支出金
167,263

府支出金
126,164

財産収入
5,296

寄ෟ金
15,000 入金܁

214,750

越金܁
7,500

諸収入
52,406

議会費
48,543

総務費
646,073

民生費
502,826

衛生費
327,305

農林水産業費
118,138

商工費
28,646

土木費
225,644

消防費
119,523

教育費
188,995

災害復旧費
7,700

公債費
335,268

予備費
5,000地方ৡ༩税

27,172
利子ׂ交付金
150 配当ׂ交付金

1,600
株式等ৡ所ಘׂ
交付金
2,300

法人事業税交付金
500
地方消費税交付金
50,000
ゴルフ場利用税
交付金
62,000
自動ं取ಘ税
交付金
1

環境性能ׂ
交付金
4,300

地方特例交付金
300

南
山
城
村

令
和
4
年
度 

一
般
会
計
当
初
予
算

7 広報  　　　 2022.5◦第194号



令
和
4
年
度 

一
般
会
計
当
初
予
算

相
楽
東
部
広
域
連
合

令和４年度
一般会計当初予算8億2,743万円

令和４年度�一般会計当初予算 広域連合

�ೖࡀ
（単位：千円）

�ग़ࡀ
（単位：千円）

府支出金
3,427

入金 0܁ 諸収入
18,610

連合債
11,400

分担金及び負担金
784,959

議会費 804

総務費
63,282

衛生費
241,054

教育費
496,222

公債費
11,179

使用料及び手数料
7,731

財産収入
4

越金܁
1,300

民生費
13,690

予備費
1,200

◦一般会計当初予算の概要
　相楽東部広域連合では、相楽東部クリーンセンターの休止に伴う廃棄物処理方法の見直しやゴミ処理の民間委託に関
する業務、笠置町・和束町・南山城村の３小学校・２中学校の運営、そして社会教育（生涯教育）事業をおこなってい
ます。
　令和４年度の一般会計予算が３月定例議会で可決されました。予算の総額は８億2,743万円で、前年度と比較すると
1,228万円の減額となっています。
　歳入については、主なものとして連合を構成する笠置町・和束町・南山城村からの分担金・負担金が1,226万円の減
額となっています。
　歳出については、総務費において、電算システム機器の保守延長として109万円を計上しています。
　民生費では、認知症初期集中支援事業の費用として、サポート医や作業療法士等への報償費や認知症啓発物品等で
31万円を計上しています。
　衛生費では、相楽東部クリーンセンターが平成31年４月１日から稼働を休止し、ごみ処理を民間事業者に委託して
いる関係で、相楽東部管内の一般廃棄物を処理委託する費用および収集運搬・中間処理・最終処分に関連する費用とし
て２億2,621万円を計上しています。
　教育費では、主な事業として各小中学校体育館の照明設備工事をおこなうにあたり、緊急防災の連合債の借入れを予
定しており事業費として各小中学校併せて1,140万円を計上しています。
　また、令和３年度から始まりましたGIGAスクール事業関連で、USBアダプター、ライトニングケーブル、端末サ
ポート保守委託、大型テレビ等やネットワーク機器としてウェブフィルターに係る機器の購入、教師用タブレットや、
それに係る備品などを計上しております。
　社会教育費においては、子育て講座・女性学講座・成人教育事業・京のまなび教室推進事業・高齢者教育推進事業な
ど、それぞれのライフステージに対応した各種社会教育事業を展開しています。
　また和束町史編さん事業についても新たな町史編さんに向けた各種事業や写真展示・古文書講座等、和束の歴史を一
般に広く知ってもらうための取り組みを展開していきます。
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笠
置
町

和
束
町

南
山
城
村

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
企
業
へ
感
謝
状
贈
呈

　

株
式
会
社
エ
ス
コ
ム
様
か
ら
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
を
活
用
し
て
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

感
謝
の
意
を
表
し
て
、
南
山
城
村
長
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

寄
附
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
賛
同
い
た
だ
き
ま
し
た

「
保
育
所
運
営
事
業
」
の
事
業
費
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

今
回
賜
り
ま
し
た
ご
支
援
を
糧
に
、
こ
れ
か
ら
も
本
村
発

展
の
た
め
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
く
ら
ま
つ
り

　

4
月
2
日
（
土
）
、
笠
置
キ
ャ
ン
プ
場
の
ふ
れ
あ
い
広
場

で
「
2
0
2
2
笠
置
さ
く
ら
ま
つ
り
」
が
感
染
症
対
策
を
と

り
3
年
ぶ
り
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
咲
き
誇
っ
た
桜
の
木
の
下
で
、

約
6
5
0
人
の
方
が
訪
れ
、
久
し
ぶ
り
に
活
気
の
あ
る
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
内
で
は
特
産
品
や
地
元
の
食
材

を
使
っ
た
飲
食
な
ど
を
販
売
す
る
模
擬
店
が
、
カ
ッ
プ
ル
や

家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち

に
人
気
の
「
折
紙
教
室
」

や
笠
置
町
の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
あ
る
「
笠
や

ん
」
と
の
記
念
撮
影
も
好

評
で
会
場
を
大
い
に
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
他
に
笠
置

う
た
ご
え
サ
ー
ク
ル
「
楽

歌
声
（
ら
っ
か
せ
い
）
」

に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
発
表
や

笠
置
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
入
賞
者
の
表
彰
式
も
お

こ
な
わ
れ
、
会
場
内
は
終

始
、
和
や
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
、
穏
や
か
な
春
の

陽
気
と
共
に
、
楽
し
い
一

日
と
な
り
ま
し
た
。
夜
間

に
は
午
後
６
時
か
ら
桜
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
お
こ
な

わ
れ
幻
想
的
な
雰
囲
気
の

中
、
多
く
の
夜
桜
見
物
の

来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

新
隊
員
着
任 

地
域
お
こ
し
協
力
隊

 

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
は
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進

む
中
、
地
域
外
の
人
材
を
積
極
的
に
誘
致
し
、
地
域
活
動
に

関
わ
っ
て
も
ら
う
中
で
3
年
間
の
活
動
後
に
は
定
住
し
、
地

域
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

　

現
在
和
束
町
で
活
動
し
て
い
る
西
村
隊
員
、
盛
上
隊
員
に

加
え
、
4
月
1
日
か
ら
新
た
に
１
人
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
が
着
任
し
ま
し
た
。

和
束
茶
P
R
動
画
お
披
露
目
会

　

3
月
18
日
（
金
）
、
グ
リ
ン
テ
ィ
和
束
研
修
室
で
和
束
茶

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
向
け
た
P
R
動
画
の
お
披
露
目
と
令
和

3
年
度
中
に
開
か
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
会
議
の
報
告
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
経
済
産
業
省
近
畿
経
済
産
業
局
か
ら
「
世
界
に
羽

ば
た
く
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
「
和
束
茶
」
が
選
定
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
町
内
事
業
者
や
農
家
の
み
な
さ
ん
で
和
束

茶
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て

議
論
さ
れ
、
そ
の
コ
ン
セ
プ

ト
を
基
に
動
画
を
作
成
し
ま

し
た
。
お
披
露
目
会
に
は
16

人
の
み
な
さ
ん
が
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

2
0
2
5
年
大
阪
万
博
を

き
っ
か
け
に
、
日
本
を
代
表

す
る
茶
産
地
と
し
て
住
民
の

み
な
さ
ん
と
と
も
に
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

まち＊むらの 話題

寄
附
企
業
の
ご
紹
介

法
人
名　

株
式
会
社
エ
ス
コ
ム 

本

社　

  

京
都
府
木
津
川
市
木
津
上
戸
60
番
地
1 

　
　
　
　
　

吉
田
ビ
ル
1
階

事
業
内
容　

 

交
通
誘
導
業
務
、
イ
ベ
ン
ト
警
備
業
務
、

　
　
　
　
　

施
設
警
備
業
務 

等

寄
附
年
月
日　

令
和
4
年
2
月
15
日

寄
附
額　

30
万
円

株
式
会
社
エ
ス
コ
ム
様

（左から平沼村長、岡田代表取締役）

田中　美代子隊員
地域団体等の研修等を
通じて、茶業や観光を通
じた地域づくりに取り組
む。

ブランド会議の報告の様子

うたごえサークル「楽歌声」によるコーラス発表 さくらまつりの賑わい
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行 政 Adm i n i s t r a t i on人事異動

3
町
村
の
人
事
異
動

令
和
4
年
４
月
１
日（　
　

）内
は
旧
役
職
名

※
係
長
以
上
の
異
動
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

笠
置
町

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

【
異
　
動
】

前
田　
早
知
子
参
事
兼
総
務
財
政
課
長
事
務
取
扱

（
参
事
兼
総
務
財
政
課
長
事
務
取
扱
兼
商
工
観
光
課
長
事
務
取
扱
）

草
水　
英
行

総
務
財
政
課
企
画
政
策
室
長
（
議
会
事
務
局
次
長
）

森
本　
貴
代

総
務
財
政
課
担
当
課
長

（
総
務
財
政
課
担
当
課
長
兼
会
計
管
理
者
）

増
田　
紀
子

会
計
管
理
者
（
総
務
財
政
課
長
補
佐
）

大
西　
清
隆

商
工
観
光
課
長
（
保
健
福
祉
課
長
）

岩
崎　
久
敏

保
健
福
祉
課
長
（
建
設
産
業
課
長
）

福
島　
　
学

建
設
産
業
課
長
（
建
設
産
業
課
長
補
佐
）

西
村　
　
治

総
務
財
政
課
企
画
政
策
室
主
査
（
総
務
財
政
課
主
査
）

長
谷
川　
瑛
司
建
設
産
業
課
主
査
（
税
住
民
課
主
査
）

井
上　
卓
弥

議
会
事
務
局
主
査
（
保
健
福
祉
課
主
査
）

【
新
規
採
用
】

田
中　
友
也

税
住
民
課
主
事

谷　
　
佳
樹

保
健
福
祉
課
主
事

田
村　
浩
輝

建
設
産
業
課
主
事

【
退
職
者
】 

※
3
月
31
日
付

足
立　

奈
未

（
総
務
財
政
課
主
事
）

和
束
町

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

【
異
　
動
】

原
田　
敏
明

地
域
力
推
進
課
長
兼
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ

準
備
室
長
（
相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
）

榎
木　
由
佳

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

（
会
計
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長
事
務
取
扱
）

小
川　
恭
仁
子
総
務
課
長
補
佐
兼
行
政
係
長
事
務
取
扱

（
総
務
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
事
務
取
扱
）

松
井　
幸
則

農
村
振
興
課
長
補
佐
兼
環
境
係
長
事
務
取
扱

（
総
務
課
長
補
佐
兼
地
域
情
報
係
長
事
務
取
扱
兼
行
政
係
長
事
務
取
扱
）

東
本　
繁
和

（
再
任
用
職
員
）
農
村
振
興
課
長
補
佐
兼
振
興
係
長
事
務
取
扱

（
京
都
地
方
税
機
構
派
遣
）

草
水　
清
美

（
再
任
用
職
員
）
地
域
力
推
進
課
長
補
佐
兼
企
画
係
長
事
務
取
扱
兼
観
光
係

長
事
務
取
扱
（
地
域
力
推
進
課
長
兼
企
画
係
長
事
務
取
扱
）

瀧
村　
幸
代

（
再
任
用
職
員
）
会
計
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長
事
務
取
扱

（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）

宮
嶋　
靖
典

総
務
課
庶
務
係
長
兼
地
域
情
報
係
長

（
農
村
振
興
課
環
境
係
長
兼
振
興
係
長
）

【
派
　
遣
】

山
﨑　
進
吾

相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
（
総
務
課
主
任
）

福
井　
優
子

京
都
地
方
税
機
構
派
遣
（
人
権
啓
発
課
主
事
）

石
倉　
　
周

相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
（
農
村
振
興
課
主
事
）

【
新
規
採
用
】

和
田　
　
宝

和
束
保
育
園
保
育
士

岡
田　
優
和

和
束
保
育
園
保
育
士

【
退
職
者
】 

※
3
月
31
日
付

草
水　
清
美

地
域
力
推
進
課
長
兼
企
画
係
長
事
務
取
扱

瀧
村　
幸
代

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

北　
　
卓
也

地
域
力
推
進
課
主
幹
兼
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム

ズ
準
備
室
長
兼
観
光
係
長
事
務
取
扱

桐
山　
藤
重
郎
国
民
健
康
保
険
診
療
所
長

南
山
城
村

���
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

【
異
　
動
】

中
嶋　
孝
浩

参
事
（
再
任
用
職
員
）

土
井　
　
充

保
健
医
療
課
長
兼
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
長

（
保
健
医
療
課
課
長
補
佐
）

德
田　
直
樹

産
業
観
光
課
長
（
産
業
観
光
課
課
長
補
佐
）

田
中　
　
智

議
会
事
務
局
長
（
相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
）

山
本　
雅
史

財
産
施
設
課
課
長
補
佐
（
議
会
事
務
局
主
査
）

井
上　
充
代

保
育
所
所
長
補
佐
（
建
設
環
境
課
課
長
補
佐
）

阿
部　
真
伸

産
業
観
光
課
課
長
補
佐
（
企
画
政
策
課
係
長
）

廣
岡　
久
敏

議
会
事
務
局
主
査
（
再
任
用
職
員
）

德
田　
由
美
子
保
健
医
療
課
係
長
（
総
務
財
政
課
係
長
）

【
派
　
遣
】

岸
田　
秀
仁

相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
（
産
業
観
光
課
長
）

大
西　
香
寿
美
相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
（
保
育
所
主
任
保
育
士
）

西
村　
厚
祐

相
楽
東
部
広
域
連
合
派
遣
（
財
産
施
設
課
主
事
）

【
新
規
採
用
】

四
方　
結
希

税
住
民
福
祉
課
主
事

三
ケ
月　
愛

産
業
観
光
課
主
事

小
西　
優
希

保
育
所
保
育
士

【
退
職
者
】

廣
岡　
久
敏

参
事

中
嶋　
孝
浩

保
健
医
療
課
長
兼
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
長

廣
尾　
真
智
子
議
会
事
務
局
長

林　
　
裕
美
子
保
健
医
療
課
主
事
兼
保
健
師

笠
置
町
に

企
画
政
策
チ
ー
ム

を
設
置
し
ま
し
た

　

笠
置
町
で
は
令
和
４
年
度
か
ら
令
和

13
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
「
第

４
次
笠
置
町
総
合
計
画
」
に
基
づ
き
、

小
さ
な
町
な
ら
で
は
の
町
政
の
実
現
を

目
指
す
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
の
機
構

改
革
に
よ
っ
て
、
総
務
財
政
課
内
に

「
企
画
政
策
室
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

ま
た
、
各
課
に
兼
務
職
員
を
配
置
し
、

庁
内
横
断
的
な
「
企
画
政
策
チ
ー
ム
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
「
子
育
て
支
援
」
や
「
高
齢

者
支
援
」
、
「
観
光
」
、
「
防
災
」
な

ど
の
活
動
を
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん

や
、
幅
広
い
有
識
者
・
事
業
者
な
ど
に

よ
る
「
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
（
仮

称
）
」
を
新
設
し
、
企
画
政
策
チ
ー
ム

に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
で
い
た
だ
い
た
意
見
や
ア
イ
デ

ア
を
施
策
に
取
り
込
み
な
が
ら
、
本
総

合
計
画
の
実
施
計
画
の
作
成
な
ど
、
対

話
に
よ
る
町
政
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

企
画
政
策
室
の
主
な
業
務

　

第
４
次
笠
置
町
総
合
計
画
の
進
捗
管

理
・
実
施
計
画
の
作
成
、
予
算
編
成
の

支
援
、
各
課
事
業
の
調
整
・
提
案
、
広

域
連
携
、
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド

（
仮
称
）
な
ど
を
通
じ
た
広
聴
な
ど
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令
和
4
年
度 

教
職
員 

離
・
着
任
式

　

４
月
１
日
（
金
）
、
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

令
和
4
年
度
教
職
員 

離
・
着
任
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
午

前
に
6
人
の
先
生
と
の
別
れ
を
惜
し
み
午
後
に
は
新
し
く
着
任
さ

れ
た
先
生
と
共
に
、
気
持
ち
を
新
た
に
新
年
度
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。◇

新
し
く
着
任
さ
れ
た
先
生
の
紹
介
◇

教
職
員�

※
職
名
・
氏
名
（
前
任
校
・
役
職
）

【
笠
置
小
学
校
】

　

教
諭　

宇
野
元
太
郎
（
南
山
城
小
学
校 
教
諭
）

【
和
束
小
学
校
】

　

教
頭　

嘉
部　

喜
之
（
京
都
府
立
南
山
城
支
援
学
校
総
括
主
事
）

　

教
諭　

桝
山　

奏
子
（
三
山
木
小
学
校　

教
諭
）

岡
田
新
教
育
長
就
任　

あ
い
さ
つ

　

4
月
1
日
（
金
）
か
ら
相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会
教
育

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
岡
田
善
行
で
す
。
私
は
、
こ
の
３
月
末

ま
で
和
束
中
学
校
の
校
長
と
し
て
、
連
合
の
教
育
に
か
か
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

連
合
の
教
育
の
良
さ
は
、
豊
か
な
自
然
と
穏
や
か
で
素
朴
な
人

間
関
係
の
中
で
、
ゆ
っ
く
り
、
じ
っ
く
り
教
育
活
動
が
進
め
ら
れ

る
こ
と
で
す
。
教
育
は
、
そ
の
ゆ
っ
く
り
と
し
た
育
ち
の
中
で
将

来
に
わ
た
っ
て
必
要
と
な
る
人
格
を
形
成
さ
せ
る
営
み
で
す
。
人

の
成
長
に
は
、
様
々
な
こ
と
を
感
じ
ら
れ
る
自
然
環
境
と
包
み
込

ま
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
人
間
環
境
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
中

で
そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
に
合
わ
せ
て
必
要
な
こ
と
や
身
に
つ
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
学
び
ま
す
。

　

相
楽
東
部
の
子
ど
も
た
ち
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
、
地
域
の

み
な
さ
ん
の
暖
か
な
ま
な
ざ
し
の
も
と
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

連
合
教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
管
内
の
学
校
と
協
力
し
、

2
町
1
村
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
連
合
な
ら
で

は
の
教
育
を
進
め
る
中
で
、
「
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
・
未
来

づ
く
り
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

教育

新しく就任された岡田新教育長

西
本
前
教
育
長
退
任

　

西
本
前
教
育
長

は
、
平
成
21
年
4

月
の
相
楽
東
部
広

域
連
合
発
足
当
時

か
ら
合
計
13
年
間
、

教
育
長
と
し
て
連

合
の
教
育
の
推
進

に
尽
力
さ
れ
て
お

り
、
4
期
目
の
任

期
満
了
を
も
っ
て

3
月
31
日
（
木
）

に
退
任
さ
れ
ま
し

た
。

新
教
育
委
員
の
ご
紹
介

　

令
和
4
年
3
月
31
日
で
植
田
宏
和
委
員
が
退
任
（
任
期

満
了
）
さ
れ
、
4
月
1
日
か
ら
新
教
育
委
員
に
鈴
木
慶
一

さ
ん
（
笠
置
町
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

【
教
育
委
員
会
の
構
成
】	

教
育
長�

岡
田　

善
行

�

同
職
務
代
理
者�

石
橋　

常
男

�

委
員�

鈴
木　

慶
一

�

委
員�

上
村　

恵
子

�

委
員�

村
田　

年
宏

手前左　花束を受け取られる西本前教育長

　

教
諭　

大
久
保
裕
美
（
和
束
小
学
校　

教
諭　

再
任
用
）

　

教
諭　

平
舘　

敦
子
（
和
束
小
学
校　

教
諭　

再
任
用
）

　

養
教　

長
束　
　

楓
（
新
規
採
用
）　
　

【
南
山
城
小
学
校
】

　

校
長　

斎
藤　

昌
宏
（
笠
置
中
学
校　

教
頭
）

　

教
諭　

上
田　

真
理
（
八
幡
小
学
校
）

　

教
諭　

井
上
奈
津
希
（
新
規
採
用
）

【
和
束
中
学
校
】

　

校
長　

杉
本　
　

悟
（
山
城
教
育
局　

指
導
主
事
）

　

教
諭　

平
田　

直
利
（
新
規
採
用
）

　

教
諭　

丸
岡
嘉
容
子
（
和
束
中
学
校　

教
諭　

再
任
用
）

　

事
務　

戎
井　

里
奈
（
維
孝
館
中
学
校　

事
務
）

【
笠
置
中
学
校
】

　

教
頭　

松
浦　
　

崇
（
和
束
小
学
校　

教
頭
）

　

教
諭　

堀
口
奈
美
子
（
精
華
西
中
学
校　

教
諭
）

鈴木慶一委員
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令和４年度高齢者肺炎球菌ワクチン定期予防接種
　平成26年10月１日から65歳以上の人を対象とした肺炎球菌予防接種が定期予防接種に追加され、平成30
年度までの５年の時限措置でおこなっていましたが、引き続き平成31年度～令和５年度（2019年度～2023年
度）までの５年間、これまで一度も肺炎球菌ワクチンを接種したことがない人の接種機会が延長されること
になりました。定期接種の対象となる人は毎年異なるため、この機会を逃さないようご注意ください。
【注意事項】
公費負担で接種できる機会は生涯で一回のみです。
※ 接種方法等については、町村によって異なりますので、お問合わせください。なお、それぞれの町村で個別通

知を予定していますが、通知の発送までに接種を希望される場合は下記の問合わせ先にご連絡ください。
②�60歳以上65歳未満の人で、心臓・腎臓もしくは
呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる
免疫の機能に障害を有する人

【接種期間】
令和５年３月31日まで

【問合せ】
笠置町保健福祉課 ☎0743・95・2303（直通）
和 束 町 福 祉 課 ☎0774・78・3006（直通）
南山城村保健福祉センター ☎0743・93・0294（直通）

①令和４（2022）年度に次の年齢となる人
年齢 対象生年月日
65歳 昭和32年４月２日生～昭和33年４月１日生の人
70歳 昭和27年４月２日生～昭和28年４月１日生の人
75歳 昭和22年４月２日生～昭和23年４月１日生の人
80歳 昭和17年４月２日生～昭和18年４月１日生の人
85歳 昭和12年４月２日生～昭和13年４月１日生の人
90歳 昭和７年４月２日生～昭和８年４月１日生の人
95歳 昭和２年４月２日生～昭和３年４月１日生の人
100歳 大正11年４月２日生～大正12年４月１日生の人

　
「
在
宅
医
療
」
と
い
っ
た
と
き
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
の
医
療
機
関
の

視
点
で
い
う
と
、「
訪
問
診
療
」と

「
往
診
」と
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

「
訪
問
診
療
」
は
「
定
期
外
来
通

院
」の
在
宅
版
で
、「
往
診
」は
夜
間

休
日
診
療
所
受
診
や
救
急
外
来
受

診
の
在
宅
版
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

在
宅
医
療
を
担
う
ク
リ
ニ
ッ
ク
な

ど
の
多
く
は
、通
院
が
困
難
な
患
者

さ
ん
を
対
象
に
定
期
的・継
続
的
に

「
訪
問
診
療
」を
お
こ
な
い
、そ
の

経
過
の
中
で
状
態
が
急
に
悪
く
な

っ
た
時
に
臨
時
で
診
療
に
行
く「
往

診
」を
組
み
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
れ
だ
け
で
は
在
宅
医

療
が
全
う
で
き
な
い
こ
と
が
多
く
、

看
護
師
に
よ
る
訪
問
看
護
を
導

入
し
た
り
し
ま
す（
特
定
の
疾
患

や
状
態
に
限
り
医
療
保
険
を
使
い

ま
す
）
。在
宅
で
医
療
を
受
け
る

人
は
「
介
護
」
の
必
要
が
あ
る
人

が
多
く
、ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー（
介

護
支
援
相
談
員
）さ
ん
に
よ
り
介

護
保
険
を
利
用
し
て
通
所
サ
ー
ビ

ス
や
訪
問
介
護（
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
）、

訪
問
看
護
・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
な
ど

が
計
画
さ
れ
ま
す
。こ
れ
ら
以
外

に
も
必
要
に
応
じ
て
、福
祉
用
具

（
介
護
ベ
ッ
ド
・
車
い
す
な
ど
）
、

訪
問
歯
科
診
療
や
訪
問
薬
剤
管
理

指
導
、訪
問
栄
養
食
事
指
導
な
ど

を
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
と
連

携
し
な
が
ら
手
配
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
て
、で
は
ど
う
や
っ
た
ら
在
宅

医
療
が
開
始
で
き
る
の
か
、つ
ま

り
訪
問
診
療
は
ど
こ
に
ど
う
や
っ

て
頼
め
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。入

口
や
相
談
場
所
は
い
く
つ
か
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

　
一
番
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
の
か
か

り
つ
け
医
に
相
談
す
る
こ
と
で
す
。

　

病
院
な
ど
で
は
外
来
主
治
医
が

す
ぐ
に
相
談
に
対
応
で
き
な
い
こ

と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。あ
る
い
は

病
院
に
今
ま
さ
に
入
院
中
と
い
う

人
も
い
る
で
し
ょ
う
。そ
う
い
う

場
合
は
、た
い
て
い
病
院
内
の「
地

域
連
携
室
」
と
い
っ
た
部
署
を
紹

介
し
て
も
ら
え
る
は
ず
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
市
町
村
に
あ
る
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す

る
方
法
で
す
。す
で
に
介
護
認
定

申
請
（
役
所
で
で
き
ま
す
）
を
済

ま
せ
て
介
護
認
定
が
お
り
て
い
て
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
決
ま
っ
て

い
る
場
合
は
そ
の
人
に
相
談
し
て

み
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。介
護
認

定
が
お
り
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

か
か
り
つ
け
医
が
「
主
治
医
意
見

書
」
と
い
う
書
類
を
発
行
し
た
は

ず
で
す
。ぜ
ひ
そ
の
医
師
に
改
め

て
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

あ
こ
診
療
所
（
木
津
川
市
）

藤
井
亜
湖

　 　

　
会
師
医
楽
相

ス
イ
バ
ド
ア
康
健

そ
の
そ
の
8686  

在
宅
医
療
に
つ
い
て

在
宅
医
療
に
つ
い
て

保健・福祉

問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）�☎0774・73・9988（直通）

６月の診療科目は次のとおりです。（急に変更になる場合があります。）
月　　日 診療科目 月　　日 診療科目

６月� 5日（日） 内科 ６月19日（日） 内科・小児科
６月12日（日） 内科・小児科 ６月26日（日） 内科・小児科

※５月分については広報れんけい４月号をご覧ください。

相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前８時30分～午後０時30分
診療時間 午前９時～
症状によっては診察できない場合や京都山城総合医療
センターを紹介する場合があります。
受診前には電話でお問合せください。
相楽休日応急診療所は 予約制 になりました
　相楽休日応急診療所では、新型コロナウイルス感染予防の観点から、発熱患者の時間的分離をするため、当日電話予約
制とし、予約がない場合は受診できません。予約の受け入れ人数には限りがあり、受付できない場合があります。
　来所される前に、必ず電話連絡をしてください。
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悪
質
商
法
に
ご
用
心

木
津
警
察
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

　

○ 

悪
質
商
法
に
か
か
る
相
談
受
理
件

数
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
あ

な
た
の
不
安
や
迷
い
に
つ
け
込
む

悪
質
商
法
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ

う
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

○ 

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

　
　

❶ 

無
料
点
検
や
無
料
回
収
な
ど
の

甘
い
誘
い
に
乗
ら
な
い

　
　

❷�

少
し
で
も
お
か
し
い
と
思
っ
た

ら
は
っ
き
り
断
る

　
　

❸�

し
つ
こ
い
相
手
に
は
１
１
０
番

通
報

　
　

❹�

契
約
や
購
入
は
一
人
で
決
め
ず

周
り
に
相
談

　

○
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
の
利
用

　
　

 　

訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
な

ど
は
一
定
期
間
、
特
別
な
理
由
な

ど
必
要
な
く
無
条
件
で
契
約
を
解

除
で
き
ま
す
。
契
約
後
で
も
諦
め

ず
、
す
ぐ
警
察
や
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

京
都
府
木
津
警
察
署

　
　
　
　

生
活
安
全
課
生
活
安
全
係

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
1
1
0

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に

お
け
る
街
頭
啓
発

　

4
月
9
日
（
土
）
、
道
の
駅
「
お
茶
の
京
都
み
な
み

や
ま
し
ろ
村
」
で
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
お
い

て
、
南
山
城
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会
主
催
で
街
頭
啓

発
活
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

道
の
駅
の
利
用
者
に
対
し
て
啓
発
物
品
の
配
布
の
ほ

か
、
京
都
府
警
察
平
安
騎
馬
隊
と
ポ
リ
ス
ま
ろ
ん
く
ん

と
、
ポ
リ
ス
み
や
こ
ち
ゃ
ん
と
と
も
に
、
交
通
安
全
マ

ナ
ー
の
向
上
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

安心・安全

令
和
4
年
度
消
防
団
任
命
式

　

3
町
村
で
は
、
4
月
1
日
（
金
）
で
、
新

入
団
員
が
新
た
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
和
束
町
と
南
山
城
村
で
は
本
団
役

員
が
新
た
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
4
年
度
の
本
団
役
員
、
退
団
役
員
お

よ
び
新
入
団
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

（
順

不
同
、
敬
称
略
）

笠
置
町�

新
入
団
員
　

自
動
車
部�

谷　
　

佳
樹

自
動
車
部�

田
中　

友
也

和
束
町�

本
団
役
員

　

団　

長�

岡
田　

周
一

　

副
団
長�

谷
本　

昌
隆

　

副
団
長�

竹
内　

秀
年

　

湯
船
分
団
分
団
長�

前
田　

卓
也

　

湯
船
分
団
副
分
団
長�

長
西　

英
樹

　

東
分
団
分
団
長�

中
井　

洋
一

　

東
分
団
副
分
団
長�

飯
田　

修
司

　

中
分
団
分
団
長�

辻　
　

由
典

　

中
分
団
副
分
団
長�

田
中　

裕
也

　

西
分
団
分
団
長�

竹
谷　

久
八

　

西
分
団
副
分
団
長�

松
田　

和
也

新
入
団
員

湯
船
分
団
第
1
部�

田
中
昇
太
郎

湯
船
分
団
第
2
部�

柚
木　

秀
太

京都府警察マスコットキャラクター　ポリスまろんくんとポリスみやこちゃん

中
分
団
第
１
部�

浦
東　

勇
弐

中
分
団
第
２
部�

森
脇　

勝
間

中
分
団
第
２
部�

和
田　

勝
揮

中
分
団
第
２
部�

辻　
　

陽
介

中
分
団
第
２
部�

藤
岡　

紘
平

中
分
団
第
３
部�

吉
田　

祈
竜

中
分
団
第
３
部�

田
中　

啓
都

中
分
団
第
３
部�

井
上　

裕
貴

南
山
城
村
�

本
団
役
員

団　

長�

柴
垣　

紀
行

副
団
長�

蛭
川　
　

尚

副
団
長　
　
　

�

山
本　

英
樹

指
導
員
長
（
分
団
長
）�

石
田　

晴
嗣

第
１
分
団
分
団
長�

大
久
保
晋
一

第
１
分
団
副
分
団
長�

屋
敷　

浩
彦

第
1
分
団
副
分
団
長�

関
口　

翔
平

第
２
分
団
分
団
長�

德
田　

直
樹

第
２
分
団
副
分
団
長�

福
本　

敏
伸

第
２
分
団
副
分
団
長�

川
端　

寿
樹

新
入
団
員
　

第
１
分
団
第
１
部�

村
田　

健
人

第
１
分
団
第
１
部�

東　
　

洋
幸

第
１
分
団
第
５
部�

山
﨑　

洋
平

第
１
分
団
第
５
部�

金
丸　

快
輝

第
１
分
団
第
５
部�

中
村　

龍
聖

第
２
分
団
第
１
部�

館
山　
　

淳

第
２
分
団
第
１
部�

西
本　

賢
良

第
２
分
団
第
１
部�

末
常　

大
希

退
団
役
員

前
副
団
長�

大
久
保
卓
司
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※�
以
下
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
今
後
の

状
況
に
応
じ
て
、
変
更
、
ま
た
は
中
止
さ
せ

て
い
た
だ
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し

く
は
、
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
お
電

話
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※�

ま
た
、
参
加
さ
れ
る
場
合
は
、
マ
ス
ク
着
用

の
う
え
、
検
温
を
済
ま
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

 『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

実
施
日　
5
月
16
日
（
月
）

時　
間　
午
後
7
時
30
分
～
8
時
40
分

場　
所　

�

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室

講　
師　
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
コ
ド
ソ
先
生

参
加
対
象　

和
束
町
に
在
住
の
高
校
生
以
上
の
人

問
合
せ　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

●
笠
置
町
・
南
山
城
村
教
室

実
施
日　
5
月
11
日
（
水
）
25
日
（
水
）

時　
間　
午
後
7
時
30
分
～
8
時
30
分

場　
所　

�

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）

講　
師　
ク
ラ
ー
ク
・
ボ
ー
ド
リ
ー
先
生

参
加
対
象　

�

笠
置
町
・
南
山
城
村
に
在
住
の
高
校

生
以
上
の
人

問
合
せ　
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
5
8
0

　
　
　
　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

 『
健
康
体
操
教
室
』

実
施
日　
5
月
12
日
（
木
）

講
座

時　
間　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

場　
所　
つ
む
ぎ
て
ら
す　

ホ
ー
ル

講　
師　
鷹
野　

明
子
さ
ん

問
合
せ　
教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

 『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』	

実
施
日　
5
月
21
日
（
土
）

時　
間　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場　
所　

�

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）
和
室

講　
師　
菅
瀬　

操
仙
さ
ん

対
象
者　

�

南
山
城
村
と
笠
置
町
に
在
住
の
小
学

生
と
そ
の
保
護
者
（
和
束
町
の
人
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
）

　
　
　
　

※�

受
講
を
ご
希
望
の
人
は
お
気
軽
に

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

大
人
も
Wa
ku
Wor
k
体
験
事
業

�『
編
み
物
体
験
教
室
』

実
施
日　
6
月
1
日
（
水
）

時　
間　
午
前
9
時
～
正
午

場　
所　
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　
師　
藤
田　

好
子
さ
ん
（
笠
置
町
在
住
）

参
加
対
象　

�

3
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

人
（
高
校
生
不
可
）

定　
員　
先
着
10
人

申
込
期
間　

5
月
23
日
（
月
）
～
27
日
（
金
）

参
加
費
用　

各
1
0
0
円

持
ち
物　

�

【
糸
】
ク
ラ
フ
ト
用
麻
ひ
も
、
コ
ッ

ト
ン
毛
糸
（
太
目�

2
本
ど
り
）
ま

た
は
エ
コ
ア
ン
ダ
リ
ア
の
い
ず
れ
か

【
か
ぎ
針
】
麻
ひ
も�

8
号�

他
は
7

～
8
号
、
裁
縫
道
具

※�

麻
ひ
も
購
入
希
望
の
人
は
25
日
ま
で
に
申
込

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

大
人
も
Wa
ku
Wor
k
体
験
事
業

�『
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
寄
せ
植
え
教
室
』

開
催
日　
①
5
月
24
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

　
　
　
　

②
6
月
9
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

場　
所　
①
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

②�

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み

ホ
ー
ル
）

対
象
者　

�

３
町
村
在
住
、
在
勤
の
18
歳
以
上
の

人
（
高
校
生
除
く
）

定　
員　
先
着
各
10
人

参
加
費　
1
7
0
0
円
程
度

講　
師　
勝
田　

智
子
さ
ん

申
込
期
間　

①
5
月
9
日
（
月
）
～
13
日
（
金
）

　
　
　
　

②
5
月
16
日
（
月
）
～
20
日
（
金
）

持
ち
物　

�

軍
手
、
ス
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
・
割
り

箸

心
と
カ
ラ
ダ
の
健
康
づ
く
り
事
業

�『
リ
ン
パ
ピ
ラ
テ
ィ
ス
講
座
』

開
催
日　

�

6
月
14
日
（
火
）
午
前
10
時
～
11
時

30
分

場　
所　

�

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）

対
象
者　

�
3
町
村
在
住
、
在
勤
の
18
歳
以
上
の

人
（
高
校
生
除
く
）

定　
員　
先
着
10
人

参
加
費　
1
0
0
円
（
講
習
料
）

講　
師　

�

佐
々
木　

昌
弘
さ
ん
（
新
リ
ン
パ
療

法
士
）

申
込
期
間　

5
月
16
日
（
月
）
～
27
日
（
金
）

持
ち
物　

�

汗
拭
き
タ
オ
ル
・
水
筒
・
ヨ
ガ
マ
ッ

ト
（
貸
出
あ
り
）

問
合
せ　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

※�

以
下
の
各
種
相
談
に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

人
権
・
行
政
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日　
5
月
17
日
（
火
）

時　
間　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

場　
所　

�

笠
置
会
館
1
階
会
議
室

問
合
せ　
笠
置
町
人
権
啓
発
課
（
人
権
）�

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3・95・2
1
4
0（
直
通
）

　
　
　
　

笠
置
町
総
務
財
政
課
（
行
政
）

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3・95・2
3
0
1（
直
通
）

行
政
相
談（
和
束
町
）

実
施
日　
5
月
10
日
（
火
）

時　
間　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場　
所　
和
束
町
役
場　

第
1
相
談
室

問
合
せ　
和
束
町
総
務
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4・78・3
0
0
1（
直
通
）

人
権
相
談（
和
束
町
）

実
施
日　
5
月
27
日
（
金
）

時　
間　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

場　
所　

�

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

�

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4・78・3
4
8
8（
直
通
）

相
談

in
forma

tio
nおしらせ
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人
権
・
困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日　
5
月
20
日
（
金
）

時　
間　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　
所　

�
南
山
城
村
役
場　

会
議
室

問
合
せ　
南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３・93・０
１
０
２（
直
通
）

令
和
4
年 

特
設
人
権
相
談
日
に

係
る
人
権
相
談
お
よ
び
街
頭
啓
発

（
南
山
城
村
）

実
施
日　
6
月
1
日
（
水
）

人
権
相
談

時　
間　
午
前
9
時
30
分
～
11
時

場　
所　

�

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）
研
修
室

街
頭
啓
発

時　
間　
午
前
11
時
15
分
～
正
午

場　
所　

�

道
の
駅
「
お
茶
の
京
都　

み
な
み
や

ま
し
ろ
村
」　
　

問
合
せ　
南
山
城
村
役
場
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
2

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日　
5
月
20
日
（
金
）

時　
間　

�

午
後
1
時
30
分
～
5
時
（
相
談
時
間

は
30
分
）

場　
所　

�

南
山
城
村
役
場　

会
議
室

問
合
せ　
南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　
☎
０
７
４
３・93・０
１
０
２（
直
通
）

※�

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

事
前
予
約
は
5
月
19
日
（
木
）
午
後
5
時
ま

で
受
付
け
て
い
ま
す
。

健
康
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日

場
　
所

5
月
17
日（
火
）

飛
鳥
路
区
集
会
所

5
月
18
日（
水
）

東
部
区
集
会
所

5
月
27
日（
金
）

笠
置
会
館

時　
間　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

問
合
せ　
笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3・95・2
3
0
3（
直
通
）

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日

場
　
所

5
月
18
日（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

5
月
20
日（
金
）

童
仙
房
公
民
館

5
月
27
日（
金
）

高
尾
公
民
館

時　
間　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

問
合
せ　
南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

き
こ
え
の
相
談
会

定
期
相
談
会

日　
程　
毎
月
1
回　

5
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　
　

①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～

　
　
　
　
　

③
午
後
１
時
～　

④
午
後
２
時
～　

場　
所　

�

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
（
相

楽
会
館
内
）

巡
回
相
談
会

日　
程　
6
月
24
日
（
金
）

　
　
　
　
　

①
午
前
10
時
30
分
～

　
　
　
　
　

②
午
前
11
時
30
分
～

　
　
　
　
　

③
午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　

④
午
後
２
時
30
分
～　

in
fo
rm

ation

おしらせ

場　
所　

�

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）

内　
容　

�

聴
こ
え
や
補
聴
器
に
つ
い
て
の
相
談
、

聴
力
測
定
（
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の

人
は
1
時
間
程
度
）

対　
象　

�

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い

で
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
人
と
そ
の
家
族

費　
用　
無
料

申
込
み　

�

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
１
週
間

前
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

�

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・
住

所
・
電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）
・
相
談

内
容
・
ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
申
込
み
が
多
い
場
合

は
、
変
更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
〒
６
１
９
―

０
２
１
４

　
　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　

ＦＡＸ
0
7
7
4
・
72
・
6
8
6
2

　
　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
75
・
2
0
3
0

　
※�

相
談
会
以
外
の
日
に
も
、ご
相
談
を
お
受
け

し
て
お
り
ま
す
の
で
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ひ
よ
こ
広
場（
南
山
城
村
）

対　
象　

�
就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

開
催
曜
日　
月
曜
日
・
水
曜
日　

午
前
９
時
～
正
午

場　
所　

�

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

機
能
訓
練
室

リ
ト
ミ
ッ
ク
開
催
日　
5
月
23
日
（
月
）

（
予
約
不
要
。
３
町
村
い
ず
れ
に
お
住
ま
い
の

そ
の
他

人
も
参
加
可
能
で
す
。
）

問
合
せ　
南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

伊
賀
・
山
城
南
・
東
大
和
定
住
自
立
圏
事
業

救
急
・
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24

�

0
1
2
0
・
4
1
9
9
・
２
２

　

心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
24
時
間
体
制

で
お
応
え
し
ま
す
。
通
話
・
相
談
は
無
料
で
す
。

◇�

ご
相
談
内
容
に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し

ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
お
名
前
と
年
齢

を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

◇�

ど
こ
か
ら
で
も
笠
置
町
・
南
山
城
村
に
お
住

ま
い
の
み
な
さ
ん
が
無
料
で
相
談
で
き
ま
す
。

◇�

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

京都府からのお知らせ
　自動車税（種別割）の納期限は５月31日（火）
です。必ず納期限までに納めてください。金融機関
やコンビニエンスストアでも納付できるほか、スマ
ートフォンなどを使ったキャッシュレス納付も可能
です。
　くわしくは京都府のホームページをご覧ください。
※軽自動車税（種別割）は市町村税です。お間違え
のないようにお願いします。
問合せ　京都府山城南府税出張所
　　　　　☎0774・72・0231
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 スポーツを通じていきいきと暮らせるまちづくりイベント
　けいはんな学研都市の中心エリアに位置する交流施設「けいはんな
プラザ」は、レンタルオフィス、ホール、会議場、ホテル、レストラ
ン等を備え、コンサートやイベント、食事も楽しむことができます。
　この度、令和５年4月に迎える開業30周年を記念したプレ企画とし
て、みんなが楽しめるスポーツを通じて身体も心も元気になって、お
互いがつながり合えるまちづくりを考える、どなたでも参加できるイ
ベントをおこないますので、どうぞお越しください。（参加費無料）
日　時　５月22日（日）午後２時30分～５時30分
場　所　けいはんなプラザ　交流棟３階　大会議室（ナイル）
内　容　トークセッション“スポーツを通じたインクルーシブなまちづくりのために”
　　　　精華町立精華西中学校　ミニコンサート
　　　　パラリンピック正式種目『ボッチャ』　お試し体験　など
対　象　近隣住民、近郊企業にお勤めの人等
　　　　（先着60人、ボッチャ体験は先着36人）
申し込みWeb（下記URLよりお申し込みください）
　　　　　https://www.kri.or.jp/contact/entry/inc220522.html
問合せ　株式会社けいはんな営業部　☎0774・95・5117
　　　　　　　　　　　　　　　　　 labo2022@ml.keihanna-plaza.co.jp

けいはんなプラザ交流棟

京都やましろ体験交流協議会	 〒619-1222�和束町白栖大狭間35（和束町活性化センター内）
	 ☎�0774・78・3396　 �info@chagenkyo.com　担当：湊・鍵岡・吉岡

　受入家庭のみなさん、こんにちは。
　新茶のシーズンに入りましたね。茶農家さんのトラックの往来を見かける機会が増えてきました。
　さて、今回は農泊の受入を再開した時に役立つようなお茶を使ったアレンジレシピ集の献立をご紹介します。こ
のレシピ冊子は、「和束の郷協議会」のみなさまが制作に関わっていただき、何度も試食会を開き、研究に研究を
重ねた至極の1冊です。ぜひ農泊を受入していただくご家庭にということで、各家庭に1冊をご用意してください
ました。このレシピ冊子は、和束町活性化センター事務所で備え置いていますので、お近くにお越しの際にはぜひ
お立ち寄りください。

農村宿泊体験（農泊）5月号

in
forma

tio
nおしらせ

令和3年度全国社会福祉協議会
会長表彰の受賞

　令和3年11月19日（日）に、南山城村社会福祉協議会の金子春
美さん（理事）、石川洋子さん（訪問介護事業サービス提供責任
者）が、長年の社会福祉向上に対する功績が認められ、社会福祉法
人全国社会福祉協議会会長表彰を受賞されました。
　なお、表彰式典は新型コロナウイルス感染症の影響で中止となり、
南山城村社会福祉協議会の髙本会長より表彰状が伝達されました。
　永年のご尽力に深く感謝申しあげますとともに、心よりお喜び申
しあげます。

金子春美さん
（理事）

石川洋子さん
（訪問介護事業サービス提供責任者）

ボッチャイメージ

「新茶って何が違う？」
　新茶には冬の間にためた栄養分が多く含まれています。
　その主たるものがテアニン。甘みや旨みが多い成分です。
　テアニンは日に当たるとカテキンに変わる性質がありますが、新茶は比較的日に
当たる時間が少ないので、テアニンをたっぷり含んだ美味しいお茶になります。

今月の
お茶にまつわる豆知識
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～
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★�Pick�UP�★
「�赤と青とエスキース」
青山�美智子�／�著
　メルボルンの若手画家が
描いた一枚の「エスキース
（絵画）」。日本へ渡って30
数年、その絵画は「ふたり」
の間に奇跡を紡いでいき…。
仕掛けに満ちた書き下ろし
連作短篇集。

図書室の連絡先
　笠置町図書室� ☎0743・95・2726
　和束町体験交流センター図書室� ☎0774・78・4013
　南山城村図書室� ☎0743・93・0522

　
オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺
は
、
依
然
と
し
て
高
齢
者
を
中
心
に
被
害
が
高

い
水
準
で
発
生
し
て
お
り
、
深
刻
な
情
勢
と
な
っ
て
い
ま
す
。
京
都
府
内
の
状
況
で

す
が
、
年
代
別
で
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
約
9
割
を
占
め
、
そ
の
う
ち
約
8
割

が
女
性
で
す
。
被
害
の
入
り
口
と
な
る
通
信
手
段
の
多
く
が
固
定
電
話
の
利
用
か
ら

で
す
。
そ
の
た
め
固
定
電
話
に
関
し
て
対
策
を
す
る
こ
と
で
詐
欺
の
被
害
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
左
記
に
自
ら
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
で
き
る
対
策
を
紹
介
し
ま
す
の

で
、
高
齢
者
を
守
る
た
め
に
家
族
で
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
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家
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行
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金
融
機
関
の
職
員
を
名
乗
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か
っ
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き
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も
一
度
電
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切
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、
家
族
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ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
❷
　
番
号
表
示
サ
ー
ビ
ス
・
留
守
番
機
能
付
電
話
機
利
用

　
　
　

�　
番
号
表
示
サ
ー
ビ
ス
や
留
守
番
機
能
を
活
用
し
て
、
電
話
に
出
る
前
に
相

手
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
非
通
知
や
知
ら
な
い
番
号
に
は
出
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
❸
　
防
犯
機
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�　
防
犯
機
能
付
電
話
に
は
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
と
、
「
通
話
内
容
を
録
音

し
ま
す
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
、
通
話
を
録
音
し
ま
す
。
犯
人
は
録

音
を
嫌
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の
で
、
被
害
防
止
に
効
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が
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で
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ま
す
。
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ッ
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�　
利
用
限
度
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日
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生
活
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必
要
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額
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げ
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く
と
、
万
が
一
の

時
に
現
金
被
害
額
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

町村別 種　類 タ�イ�ト�ル 著�者�名

笠　　置

一般書
赤と青とエスキース 青山�美智子
さよならも言えないうちに 川口�俊和
落花流水 鈴木�るりか

児童書
ほねほねアニマルボーン アンナ・クレイボーン
ぼくらは少年鑑定団！ くすのき�しげのり
博物館の少女 富安�陽子　

和　　束

一般書

夏の体温 瀬尾�まいこ
世界が青くなったら 武田�綾乃

地球の果ての歩き方 地球の歩き方
編集室�編

児童書

ぼくのねこ すずき�のりたけ

じぶんでよめるとりずかん 成美堂出版編集部
編著

ふしぎな図書館と魔王グライモン 廣嶋�玲子

南山城村

一般書
スモールワールズ 一穂�ミチ
もういちど 畠中�恵
認知症でも心は豊かに生きている 長谷川�和夫

児童書
ドラえもんの算数まるわかり辞典 藤子・F・不二雄
走れトラック�ねがいをのせて! 森埜�こみち
ねこのオーランドー�毛糸のズボン キャスリーン・ヘイル

☆３町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。

高
齢
者
に
多
い
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
か
ら

み
ん
な
で
地
域
の
高
齢
者
を
見
守
り
ま
し
ょ
う 

№3

和束町体験交流センター図書室から
読書活動推進事業　☆『ブックカフェ』開催のご案内
　6月17日（金）午後6時30分より、和束町体験交流センターに
て『ブックカフェ』を開催します。今回の課題図書は『2022年本
屋大賞』の１位～３位受賞作品より、いずれか１冊です。また、紹
介したい本はおひとり3冊までご持参ください。もちろん見学の
みのご参加も歓迎いたしますので、お気軽にご参加ください。お
申し込みは各図書室まで。詳しくは図書室および教育委員会で
配布しているチラシをご覧ください。

☆『おはなしのじかん』のご案内
　日　時　５月22日（日）午前10時30分～
　場　所　和束町体験交流センター�１階ホール
※�図書室の行事については、新型コロナウイルスの感
染状況に応じて、変更または中止させていただく可
能性があります。変更・中止の際は図書室ホームペ
ージおよび連合ホームページでお知らせいたします
ので、ご確認ください。
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人口・世帯数
（令和４年４月１日現在）3 町 村 人 口

和 束 町

〒619-1295�京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14番地の2

☎0774・78・3001
FAX0774・78・2799

https://www.town.wazuka.lg.jp/

人　口� 3,652人　
世帯数� 1,694世帯

（減18）
（増1）

笠 置 町

〒619-1303�京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90番地の1

☎0743・95・2301
FAX0743・95・2961

https://www.town.kasagi.lg.jp/

人　口� 1,192人　
世帯数� � �610世帯

（減7）
（減3）

南 山 城 村

〒619-1411�京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14番地1

☎0743・93・0101
FAX0743・93・3030

https://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

人　口� 2,537人　
世帯数� 1,206世帯

（減13）
（0）

運行日：月・水・金・土
（祝日運行・12月29日～1月3日は運休）

運　賃：最大300円

◦月ヶ瀬口駅発
　8：15 / 10：15 / 13：40 / 15：40
◦加茂駅発
　9：15 / 11：15 / 14：40 / 16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ
☎0595・38・1524
【その他の問合せ】
南山城村総務財政課
☎0743・93・0102 運行状況確認

QRコード

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中

新たな学校生活の第１歩　令和４年度小・中学校入学式
ベベスストトショットショットの

ボクたち
ワタシたち

和束中学校 笠置中学校

　管内の小・中学校では、新型コロナウイルス感染症拡大防止を講じ、小学校は７日（木）、中学校は８日
（金）に入学式が開かれました。
　当日は、内容の精選と時間短縮のもと、入学生が保護者や在校生、教職員に温かい拍手で迎えられて入場
しました。（笠置小２人、和束小16人、南山城小10人、和束中26人、笠置中13人）
　小学校の入学式では、３月に卒園したばかりの幼い面持ちの新入生が、自分の名前が呼ばれるとしっかり
と返事をしている様子が見受けられました。
　中学校の入学式では、新入生の代表者が中学生生活で勉強や部活などに励み大きく成長する事を誓い、在
校生からも歓迎の言葉が送られました。
　それぞれの夢と希望を持ち、新たな学校生活の第１歩をスタートさせました。

笠置小学校 和束小学校

南山城小学校


